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 現実を直視し、そのリアリティのなかで祈り、67，8年にわたる生涯1を送った一人の

古代教父オリゲネスは、r祈りについて』という作品を残し、そのなかで主の祈りの注解

をなしている。本稿では、そのテキストをもとに、 「わたしたちを試みに陥らせず、悪し

き者からお救いください」という主の祈りの一部に関するオリゲネスの理解を、とくに「試

み」という事柄に着目しながら考察する。
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序

 オリゲネスは、『祈りについて』2という、宗教的現実に対する彼の実践的態度が明確

に著されている3と評される著作を残している。彼はそのなかで、祈りに関する一般的な

事柄を論じたのち、主の祈りの注解を行っている。そこにおいて主の祈りは意味ごとに細

分化され、その各々の部分は詳細に説明がなされている。そして、主の祈りの一部である

「わたしたちを試みに陥らせず、わたしたちを悪しき者からお救いください」という祈り

の注解も、ここになされている。4

 「試み」あるいは「試練」とは、しばしば苦難を意味する。そのような試練は、人間が

自己の努力をとおして潜在的な可能性を顕在化することによって克服し、さらなる次元に

到達するためのものであるとして理解されることもある。では、克服し得ない試練はない

のか。挫折や行き詰まり、そこに意味さえ見出せないような試練も、確かに存在するので

はないのか。

 われわれはこのような問いを、「わたしたちを試みに陥らせず、わたしたちを悪しき者

からお救いください」という主の祈りの」部に関するオリゲネスの理解において考察した

い。

 オリゲネスは、キリスト教に対する迫害の時代にキリスト者として生きた。キリスト教

が未だ教義を確立せず、聖書に関する様々な考え方やその信奉者たちが存在するこの時代

のなかで、オリゲネスは聖書注解書をはじめとする数多くの著作を著した。5そこには護

教的な意図が含まれている。と同時に、これらの著作には高い学問的評価が向けられてい

る。教師であり、「教会の人」6としての彼の人格もまた注目に値し、倫理的にも厳しく

生きた彼の姿がよく知られている。一方で、熱心な教会の人でありながらも逆に教会指導

者から追放される経験を持ち、ほかにも人間が日々向き合うであろうさまざまな困難や迷

いや苦悩を経験しながら、実際に迫害という時代のなかに迫害される側の人間として生き

た。また著作内容を根拠に、かつてカトリック教会から異端視された経緯をも持つ。しか

し彼の歩みは常に、聖書の言葉による導きのもとにあ．り、そこには神学的な深い考察があ

り、社会における他者との交わりがあった。

 このような彼のなかに、試みや苦難に関する、単に楽観的な理解や理想主義を危惧する

必要は、殆どないであろう。ゆえにわれわれは、彼の神学から示唆を得たい。オリゲネス

は「試み」を聖書からどのように理解したのか。そしてその理解は、彼の生き方にどのよ

うに影響することとなったのか。以上の点に着目し、本論文は、オリゲネスの「試み」理

解について考察することを目的とす札

1

 まず、前述の、「わたしたちを試みに陥らせず、わたしたちを悪しき者からお救いくだ

さい」という祈りの注解を行っている箇所7全体の内容を概観することから始めたい。

一66一



梶原：試みを与える善なる補

試み

 オリゲネスは『祈りについて』29，1において、地上での人間の全生涯は試みに満ちて

いる昌にも拘らず、なぜ「試みに陥らせず」9と祈るよう教えられているのか、という問

いを立てる。ここでは、生涯が試みに満ちているということを前提として据えるために、

霊に反して戦い、神に敵対する思いを持ち、神の律法に従うことの決してできない肉をま

とっている、という人間の性質が、そめ前提の根拠ないしは原因として挙げられる。1o

 続く『祈りについて』29，2－10においては、われわれ人間が試みから解放されていな

いということが、ヨブ記、詩編17編、パウロの具体的例によって確認される。11続いて、

それにも拘らず試みに陥らないようにとの祷りが教えられているのはなぜなのか、という

問いのもとに、ユディト、ダビデ、およびパウロの例が、優れた人の祷りとして引用され

る。12さらに、使徒パウロでさえもその祷りが「聞き入れられなかった」13ことが示され

ることによって、使徒よりも劣る人が聞き入れられることを期待して祷り得るのかと、問

題点が強調されていく。

 この後、オリゲネスは、試みを乞う詩編の言葉「主よ、わたしをためし、わたしを試み、

わたしの心と思いとを練りきよめてください。」14を引用し、これが先の「試みに陥らせ

ないで」という主の祈りと矛盾する危険性を孕んでいることを指摘するとともに、その危

険性が「救い主の命ずる意図が何か綿密に検討しない人」の有するものであることを示唆

する。つまり、その言葉を理解するためには綿密に検討することが不可欠なのである。そ

の後の論述は、 『祈りについて』29，9に到るまで、地上の生が試みに満ち、すべての時

が試みの時であるということの具体的な説明となっている。

 その例の最初で、貧者と富者が対照的に示される。欠乏している人は「盗み神の名を汚

さないよう」15用心すべきであり、そのような人は物質的富への管理が不充分なことに

よって富める者16と共に懲罰の地を受けたのであり、あるいは貧困を卑しい態度で忍び、

下品な態度で暮らしたため、天での希望17を失墜したのである。また逆に、富んでいる

人は、「虚偽に満ちたものとなり、高ぶって『誰がわたしを見ているか』と言う」18危険

性を有していること、パウロさえも高ぶらないためにサタンの刺が必要だった19こと、逆

に王ヒゼキヤは高ぶって堕落した20ことが言及される。その中間に位置する人々もこの

ような危険性から逃れられない。オリゲネスがここで、「罪を犯すことから免れていると

言うのではありません」21と述べていることから、富者も貧者も、富および貧しさのゆえ

に「罪を犯す」ということが、ここでのオリゲネスの基本的な理解であると言える。

 貧者と富者の対比に続いて次に示されるのは、健康な人と病気の人という対照的な例で

ある。健康な人がその健康と溌刺さとのために試みから免れ得るわけではなく、また他方

で病気の人は、時間が十分にあり「汚らわしい行為に関する思案を簡単に是認しがち」で

ある。それゆえ、結局両者とも「神の神殿を壊し」22やすい。すべての人が「あらゆる面

に見張りを立て、心を守らないなら」鴉多くのことにかき乱される。また、「苦労に打ち

のめされ、雄々しく病気を耐え忍ぶことのできない多くの人は」、体以上に魂を病んでい

るのだと指摘されている。ここでおそらくオリゲネスは「魂を病む」という事柄に関心を
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向けたため、その次にはそれと同様、魂の不健全さから生じる状態に言及しているものと

思われる。つまり、キリストの名を担うことを恥じ、侮辱を避けることによって、「多く

の人が永遠の恥辱に陥った」ことが述べられているのである。

 続いて言及されるのが、高慢の罪を犯す危険性についてである。人から尊ばれているな

ら、つまり「多くの人々の間での誉れが善であるかのように高ぶる人々」は、すでに人か

ら報いを受けた別ものとして、神からの報いは望めない。

 そして、『祈りについて』29，9において、オリゲネスは地上の生が試みに満ちており25、

すべての時が試みの時であると明言し、以下のように祈ることを勧めている。

「ですから『試み』から救われるように祈りましょう。［しかし、それは］試みられ

ないようにではなく、一わけても「地上に」ある者らにとってそれは不可能なことで

すから一、試みを受け負かされることのないように、とです。」26

 以上のような項目に言及しながら、オリゲネスは「試み’こ陥る」ということの理解を示

そうとするのであるが、このすべてに共通するものは「罪」ということである。すなわち、

「試みに陥る」ということと「罪を犯す」ということとが、殆ど同じ内容を指すものとし

て理解されていると考えることができる。つまり、オリゲネスにとって「試みに陥る」と

いうことは、「罪を犯す」ということを意味するのである。そうすると、前述の「『試み』

から救われるように」というのは、「罪から救われるように」ということを指すと考えら

れる。では、「罪を犯す」「罪から救われる」とはどういうことなのか。有賀鐵太郎は、オ

リゲネスが救いを「人間性、むしろ人間に与えられた神の像27の完成と見」ているもの

と理解している。鴉

 以上をもって、オリゲネスは全ての人々が試みと無関係ではなく、むしろ意外な機会に

さえ、あるいは油断をするなかに、試みが存在することを示し、その試みに対処するため

に各自の姿勢を整えることを促していると言えよう。

 オリゲネスはしばしばこのように、聖書から具体的な例を引用し、説明することによっ

て、彼の論理の根拠に正当性を示すとともに、聖書の適切な解釈方法を示すのであるが、

これに続く『祈りについて』29，10では、聖書の研究者でさえ聖書を適切に理解し得ると

はかぎらないことを述べている。聖書の事例に基づいて「試み」について詳述したオリゲ

ネスが、ここで聖書解釈の難しさを述べることによって、日常に見聞きすることのなかに

も不確かなものが潜んでいることを示唆する。オリゲネスは不正確な聖書解釈の原因を、

解釈者が聖書研究のさいに生じる「試み」について「認識していないためであ」るとみな

している。つまり、「試み」の可能姓を常に認識する必要があるということである。ここ

には、適切に聖書解釈をすることの重要性が述べられている。この背景には、マルキオン

派やヴァレンティノス派らによる聖書解釈の存在、および、その解釈によって動揺させら

れている人々の存在がある。

 オリゲネスは、以下のようにまとめている。
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梶原1試みを与える善なる神

 「わたしたちは、試みを受けることがないように祈るべきではなく一それは不可能

ですから一、それによって捕えられ、負かされてしまう人々に起こるように、試みに

よって取り囲まれることのないように祈らねばなりません。」鵬

 この言葉は、われわれが試みを逃れられないという点、そしてまた試みから救われる、

試みに負けない、或は試みに取り囲まれないように祈ることが必要であるという、この二

点において、前述の丁祈りについて』29，9からの引用と殆ど共通した内容となっている。

つまり、ここには、オリゲネスの確信と強調点とが存在すると考えられる。

試みを与える神

 続いてオリゲネスは次の論点へと移っていく。それは、試みを与える神について、いか

に認識すべきか、つまり神がなぜ試みを与えるのか、ということについてである。

 人は全て例外なく、神から試みを受ける。その結果、勝ち、あるいは負ける。’試みに陥

ることが悪いことであるなら、神はなぜ人が試みに負けることを黙認されるのか。マルキ

オン主義者たち釦は、新約聖書に示された救いの神を善なる存在とするが、厳しく裁く律

法の神は別であるとみなしていた。オリゲネスもまた神に関して「善」という性質をしば

しば好んで用いている。31しかしそれは、マルキオン主義者たちのようにどちらか一方の

神というのではなく、旧約聖書および新約聖書に示されている同一の神に対して「善」と

理解しているのであり、その点に関して、マルキオン主義者の理解を誤謬として指摘して

いる。オリゲネスが彼らを批判した点については、例えば『諸原理について』における次

のような叙述から伺い知ることができる。

 「さて、善とは、恵みを与えられるに値しない人、恵みを得るにふさわしくない人

をも含めて、全ての人に恵みを必然的に与える性向であると、異端者どもは考えてい

る。しかし私の見るところでは、彼らはこの定義を正しく用いていない。つまり、誰

かに苦しみや悲しみを与えることが、人を恵むことにならないと彼らは考えている。

・・
v32

 こののち、オリゲネスは、「善」なる神が「試みに負けるように」人を試みに連れ込む

のではないと述べる。そして、．パウロの言葉を引用し、それについて詳述する。

 「…ゆえに、神は、彼らが心の情欲にかられ、自分のからだを互いにはずかしめて、

汚すままに任せられた。…それゆえ、神は彼らを恥ずべき情欲に任せられた。…そし

て、彼らは神を認めることを正しいとしなかったので、神は彼らを正しからぬ思いに

わたし、なすべからざる事をなすに任せられた。」昭

これらの箇所は、聖書に書かれてあることで、なぜ神がそのような人を放置しておかれ
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るのかが理解しがたい内容であるという理由から、引用された。 『祈りについて』29，12

および29，ユ3の叙述には、その背景にマルキオン主義者の主張が明らかに意識されており、

とくに護教的な要素が強いと言えよう。また、オリゲネスの「以上の点がこの人々をひど

く困惑させる」という言葉にも、聖書解釈の難しさが言及されている。これについては後

述する。糾

 オリゲネスは、聖書を理解するさい、そこに、文字通りの意味ではなく、「潜んでいる

『意味』を探求している」35。ではこの場合、いかなる解釈が望ましく、どのような意味を

見出すことが可能なのか。人間が試みに負けるのは神、即ち「善なる父」のせいなのか。

 『祈りについて』29，13においては、以上の矛盾点を理解するためのさらなる考察が展

開されている。オリゲネスは以下のように考える。すなわち、神は、言理に写っている魂

それぞれの永遠の命をめざして、魂それぞれを「配慮」している。舶魂は決断の自由を有

し37、その状態の原因は各々白分のうちにある。それ以外の何かが原因なのではない。神

はある程度まで悪が増大するまま放置され、その状態が悪化して自分で立ち直ることが不

可能となるまで、つまりそこに人間が自分の無力さを感じるまで、放置される。そしてそ

れは、人間が自分の過失に気付き、悪を憎み、神の力によって癒されたときに一層魂の健

康を享受するためであると説明されている。必要なのは悪に関する知識ではなく、存在す

る自らの実存において、自らの悪を味わい、自らの無力さを経験し、自らの魂の在り方を

探ることなのである。そこにこそ、真の意味の決断の「自由」を語る場が与えられる。換

言すると、いかなる条件にも制限されない、自己自身として決断する可能性の獲得である。

そこにはまた、時間に制限されない「永遠」さえも存在する。このようにして、神の配慮

はわれわれを永遠の命へと導こうとされる。オリゲネスは、この神の最終的な目的が達成

されることにおいて、神の善性が示されると考えているのである。3島

 さて、彼はまた、異邦人とイスラエル人が「欲心を起し」、与えられているマナ以外に、

以前味わった肉や魚、野菜などを求めて泣いた出来事を、聖書から例として引用する。39

モーセはその現状を見て、彼らを統率するのは自分にとってもはや過剰な重荷であると判

断し、そのことを批判的に神に訴える。神はそれにこたえて、重荷を分かち合う長老をモー

セに与えると約束するとともに、肉を「鼻から出るようにな」るほど過剰に与え、やがて

民が肉に飽き果てるであろうことを予告する。聖書には、民にうずらの肉が与えられ、し

かし「その肉がなお彼らの歯の間にあって食べつくさないうちに、主は民に向かって怒り

を発し、主は非常に激しい疫病をもって民を撃たれた」ことが記されている。オリゲネス

は過剰に与えたという神の行為に注目し、その過剰が「欲を残すような方法で与えること

を望まれ」なかったゆえのものであったと説明する。つまり、欲を満たすためでなく、欲

に駆られることをなくすために、神は過剰に与えだということである。しかし、人間には、

一度飽きたとしても、また再び同じ欲に駆られる可能性が潜んでいるのではないであろう

か。オリゲネスもまたそれを指摘しながら、しかし「このようなことが生じたとしても、

欲したことを憎むようになり、より悪いものらを渇望したときに軽んじた天の糧と美への

道を再び迫ることができるようになるため」40であると明言している。
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梶原：試みを与える善なる神

 このほかにも、神からの試みとして幾つがの例が挙げられる。不朽の神を偶像に格下げ

し、 「迷い」におかれた人々4王、また、 「頑なさ」が与えられたあるエジプト王42などの

例である。神はある理由43のもとに人問を「わな」に引き入れる“が、それも父のゆる

しなしには起こらない。その神は、強制的な善を望まず、自発的であることを望まれる。

試みの効用について

 これらの説明ののち、オリゲネスは試みの「効用」45について述べる。彼によると、神

はわれわれの魂が享受しているものを当然知って．おられるが、われわれ自身はなかなか知

り得ない。しかしそれは。試みを受けることで明らかにされる。ゆえに、試みによって自

分の悪を自覚し、その結果、見えなかった諸々の善が自覚され、その善は善であるがゆえ

に貴く、感謝に値するものなのである。つまり、試みは、われわれ人間が一体いかなるも

のなのかを示し、心に隠されているものを知覚させる効用を有している。そのような理解

とともに、オリゲネスは例として、幾つかの箇所を聖書から引用している。46

 まず、エバおよびカインに関する出来事をとりあげ、彼らの持つ否定的側面に言及する。

つまり、彼らの弱さや邪悪は誘惑によって生じたのではなく、もともと彼らのうちにあっ

たのである。次にオリゲネスは、ノアおよびエサウを取りあげて、彼らの肯定的側面に言

及する。彼によると、その出来事は、隠されているもの、とくにヨセフの場合には「克已

の輝かしさ」が明らかにされるためなのである。

 オリゲネスはここで、自らを含め、また読者を含め、人問の置かれている状況に視野を

移す6われわれれは「試みの中間期に」47あるのであり、試みに対して準備していなけれ

ばならない。自己自身の力でなせることをするなら、人間的な弱さのゆえに欠けたところ

は、常に神が補い、満たしてくださるのである。そして、以下のように述べている。

 「神は『ご自分を愛する人々』、彼らが［自らの決定によって］いかなるものとな

るであろうか、ご自分の誤ることのない予知に基づいて、予見しておられる人々と『共

に、善となるようすべてのことを働かれる』48のです。」49

悪しき者から

 さて、次に「わたしたちを悪しき者50からお救いください。」という言葉について、オ

リゲネスは、マタイによる福音書とルカによる福音書とを比較して考察している。それは、

マタイによる福音書には含まれているが、ルカによる福音書には含まれていない。彼によ

れば、ルカによる福音書は、この言葉を、「わたしたちを試みに陥らせないでください」

という言葉をもってすでに表しているのだと考え51、この箇所に関してそれほど多くは叙

述していない。その短い内容を辿ってみることにする。

 オリゲネスは、神が悪しき者から救ってくださる「時」についてまず語る。それは、ふ

りかかったことに雄雄しく立ち向かい、打ち勝つときなのである。また、同様の意味を持

つ聖句として、もう一箇所、「義しい者の難難は多い。しかしそれらのすべてから彼らを
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救われる。」団を引用し、この言葉に当てはまる代表的人物としてパウロを挙げている。田

ここで言われている「難難にさらされる」とは、オリゲネスによれば、意に反してふりか

かる危険な状態に置かれていることを意味する。剴そしてそのようなときも「行き詰まる」

ことがないなら、神は人間を藪難から救われるのである。ここで言われている「行き詰ま

る」とは、襲難に負け、それに身を委ねる決意を伴うことであると理解されている。田つ

まり、顛難にさらされたときにも、自らの決意をどこに据えるか、危険な状態に身を委ね

るのか、あるいは神に助けを求めるのか、人間にはその選択が残されているのである。

 オリゲネスはこのように「襲難から」救われることに関する考察ののちに「悪しき者か

ら」救われる、ということへの考察を展開する。オリゲネスはヨブの例を引用し、彼が救

われたのは、困難な状況のなかで、彼が「罪を犯さなかっただけでなく、義しい者である

ことを明らかにしたため」肪であると説明している。

 その後、これらすべてに関する短い結びの部分を迎える。オリゲネスは読者に呼びかけ

る。確固たる認識をもって、試みに陥ることのないように、また、そのためには神の言葉

を聞き、神に助けを求めるように。われわれは、意に反する襲難のなかで、身を委ねる決

意をする以外に、神の言葉を聞き、神に助けを求めることもまた選択し得るのである。オ

リゲネスは、それに関する「確固たる認識」のもとに、後者の態度を選ぶよう奨励する。

そして、最後に以下のように語っている。

 「信仰の盾で、悪しき者によって彼らに投ぜられた火矢を悉く消す人々57は、火

を焚きつけられることはありません。［そのような人々は］悪しき者の［火］が力を

ふるうことを許さず、かえって霊的なものであるよう鍛えた者の魂に真理の観照に

よって刻み込まれた、神によって鼓舞され、救いをもたらす思考の洪水によって、い

ともやすやすとそれを無効にしてしまう「永遠の生命へと湧きあがる水」明の川を、

自らのうちに有しているからです。」鴉

 以上において、一われわれは、「わたしたちを試みに陥らせず、わたしたちを悪しき者か

らお救いください」という、主の祈りの一部に関するオリゲネスの叙述内容を概観し、幾

つかの着目すべき点を見出した。全ての人が試みと無関係ではないこと、試みのなかにあっ

てもそれに完全に身を委ねるのでなく神の言葉を聞き神に助けを求める決意を持ち得るこ

と、試みを受けることによって明らかにされた自らの悪が害への気付きへと自らを導き得

ること。そして、それらすべては「善なる神」のもとに引き起こされている、ということ

である。ここで、「善」という事柄が試みによって導かれるひとつの目的でありかつ根拠

であり、さらには試みを与える神の特徴的な性質である、ということが認識される。そこ

でわれわれはこの点に絞って、さらに考察を深めたい。

2．一

まず、善ということに関するオリゲネスの理解を探ってみたい。オリゲネスは「善」を
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とのようなものとして理解しているのであろうか～

 オリゲネスは、r諸原理について』のなかの多くの箇所で善に関して言及している。本

稿と関連性があると思われる箇所を若干、以下に引用する。

 「これは、善なる神であり、万物の慈悲深い父であり、同時にまたε心εp惟凧㎞

δ6vα叫SとδΨ1oo叩師即ち善をなす力、また創造し、配慮する力である。…それ故、

この「善をなす力」が、善をなさなかった瞬間があったとは考えられない。」6工

また、善なる神を否定する者らへの反論も挙げておく。

 「更に、義とは各々にその功罪に応じて報いる性向であると、彼らは考えている。

しかし、ここでも彼らは自分たちの定義の意味を正しく解釈していない。というのは、

彼らは、悪人には悪を、善人には善を報いることが義であると考えているからである。

即ち、彼らの見解に従えば、義なる者とは悪人に対して好意を抱かず、悪人に対して

は憎悪を抱くのである。」62

 ここから、オリゲネスにおいて、神の義は悪人に悪をもって報いるものではなく、悪人

に憎悪も抱かず、むしろ好意さえ抱く性質であることが読み取れよう。これは、オリゲネ

スの、マルキオン主義批判においてさえ伺うことができる。

 有賀鐵太郎は、オリゲネスが正義をいかにとらえていたのかについて論じるなかで、応

報的賞罰がその目的ではなく、それが神自身の善性によって制約されるものであると理解

されていたことを明らかにしている。髄つまり、正義は、善性を前提として存在するもの

だということである。

 われわれはすでに、「以上の点がこの人々をひどく困惑させるであろうことをよく知っ

ています。」制というオリゲネスの論述を見た。この人々とはマルキオン主義者であり、オ

リゲネスは彼らの誤謬と向き合い、対決しなければならなかった。彼らはキリスト者たち

を惑わせ、混乱の原因となっていた。それは、オリゲネスの別の著作において、彼らに対

する嫌悪感という表現のなかで理解することも可能である。65しかし、人間は本来間違い

を犯す存在でもある。「この人々をひどく困惑させるであろうことをよく知っています」と

いう言葉には、オリゲネスのマルキオン主義への批判とは別に、彼ら自身への配慮さえ垣

間見ることができないであろうか。われわれは、「善」としての人間の在り方を、オリゲ

ネスの言動そのもののなかに見出せるのである。

 別の面からも考えてみたい。先に、本稿において「神の配慮はわれわれを永遠の命へと

導こうとされる。この神の最終的な目的が達成されることにおいて、神の善性が示される」
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と述べた。神は善であるがゆえに、人間が永遠の命を得るに到ることを望まれる。つまり、

永遠の命を得ていない、ということがこの世における人間の在り方の前提となっている。

そこで、善なる神は、人間を永遠の命へ導こうと「配慮」されるのである。「配慮」とは、

愛に基づいて為されるものである。松丸は神について、配慮、つまりオイコノミアという

観点から、「神に背き、罪を犯して死んだ者に悲嘆の涙を流し、かれをいまでも生きてい

るかのように探し求める神」と表現している。60愛ある者の姿がそこに示されている。祈

るざい、神がこのように善であることを知っているなら、より一層神への信頼は強まり、

与えられるすべての事柄を享受する手がかりとなろう。オリゲネスは、人間がとくに試み

のなかで祈るとき、神が愛をもって配慮される「善」なる方であることを思い出すことの

大切さ、ないしは必然性を強調していると考え得る。67

結

一以上、オリゲネスのテキストをもとに、善という点に焦点をあて、試みにおける祈りの

意味について考察を行ってきた。ここで、これまでに理解し得たことについて整理しつつ、

最終的な考察によって結びとしたい。

 われわれ人間は、現実の様々な状況のなかでそれぞれに歩む。そこには、「悪い」と形

容され得るような状況が数多く存在する。そのさい、われわれは、自分なりの基準で、何

が善であり何が悪であるのかを定めている。ただし、善と悪とを区別するそれぞれの基準

は全く同じではない。しかし、われわれの基準と神の基準との差異はさらに大きい。なぜ

なら、神と人間との間には「質的差異」髄が存在するからである。

 しかし、ひとりの人間である「わたし」という個人の主体に、善なる神の主体を伴わせ

るとき、つまり、本来的に善を願い、善を与え、善へと導く存在者を自らの内部に存在さ

せ、自らの判断、思考、また意志にそれの影響を受け入れるなら、主体は変化し、当然そ

こから生じるすべてのものも変容する。オリゲネスは、祈るよう命じる。善なる神に対し

てであるから、信頼し過ぎることはない。人間は、確かに、行き詰まること、試みに陥っ

てもはや動けないようなことを経験する。しかしオリゲネスは、人間とはそういうもので

あると前提している。それにも拘らず、祈るように勧める。むしろだからこそ、祈ること

が必要なのである。神は人聞への処罰さえ、善の範囲において与えたまう。善とは、「わ

たし」を存在させた根拠であり、それなしに、「わたし」もまた存在しない。69

 われわれ人間は、自己存在が常に善に支えられていることを認識するなら、自らを偽る

ことなく、ありのままの人間として、祈りにおいて神と人格的に交わる。しかしそれは、

われわれ自身がまず認識することから始まるのではなく、先に、完全に善なる神の祈りが

あるのである。オリゲネスは、迫害というひとつの試みの時代のなかで、われわれよりも

先に生きた。彼自身の祈りは、様々な試みの中にあるわれわれを、祈りへと導いてくれる

のではないだろうか。またそれ自体が、オリゲネスの祈りであったように思われる。
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事主

本論文において、オリゲネスの著作については以下の略記を用い、聖書の引用表記はMLAによる略

記に従った。

  『祈りについて」：PE

  『諸原理について」：PA

  『ヨハネによる福音注解』：Com』n

また、聖書の邦訳には、日本聖書協会口語訳を用いた。

1 M．Harlによる従来の定説に基づく。Cf．，Harl，M．，Origさne et la fonction rさvさlat㎡ce du Verbe1n－

   cam6，Paris1958，pp．70－71．

2 底本として、Koetschau，P，h閑g，“1］EPl EY亘HΣ”，1n」堕
   （GCS）Tomus㎜（Origenes Werke Tomus I），Leipzi91899，pp．297－403．を用いた。邦訳には、小

   高殿訳『オリゲネス 祈りについて・殉教の勧め』（キリスト教古典叢書12）、創文社 1985年、

   45－157頁、を参照した。なお、本文申に引用する邦訳は、小高訳に従っれ

3 有賀鐵太郎『オリゲネス研究』（有賀鐵太郎著作集I）、創文社 1981年、19頁、参照。

4  PE29，1－30，3（GCS3，381，23－3，395，12）．

5 彼の著作については、Crouzel，H，tr by Worrall，AS，OR1GEN，Edmburgh1989，pp37－49に記さ

   れている。

6 C仁，Trigg，j．W，“Origen Man olChwch”，ORlGENlANAQUlNTA，Leuven1989，pp．51－56．

7 PE29，1－30，3（GCS3，381，32－395，12）．なお、この原文は、マタイによる福音書の原文と全

   く同じである。

8  Job7，1（LXX）．

9 PE29，1；“Kαtμ市εioεv卸K11∈角μ耽εi⊆π飢pαoμ6v，…”（GCS3，381，23）．Cf．，Matt．6，13；Luke ll，4．

10  PE29，1：“‘η  γαP εσμεv ε冗t γηξ 冗εPlKε1μεv01 1＝ηv 01＝Pα1＝ε旭。μεvηv oαP「α  Kαtα  1＝o①

   π、1ε七μα110ξ骨， 命ε 116 ΨP6vημα ’着ZθpαIるστしvεiらθ66v， ，μηδαμゐξδ1〕v皿μ6vηに｛〕π01＝血06εoO皿1τΦ

   v6脚t0㊦θεo㊦I，る”肌PασμΦξ叩εv．記（GCS3，382，1－4）：「『霊に反し』（Gal．5，ユ7）て戦い、そ

   の思いは榊に敵対しており、神の律法に従うこと』の決してできない（Rom．8，7）肉をまとっ

   ているわたしたちは、試みのうちにあるのです。」

11 』ob7，1（LXX）；Ps．17，30（LXX）；I Cor10，13、

22

23

24

25

26

27

Acts1422．

I CoI二11，23－25；I Cor4，11－13．

Ps．26，2．

Prov309．

Cf．，Luke16，19－31．

Co1．1，9．

PrOv30，g．

II COr127．

n Chron，32，25－26．

PE29，6；’τo命Kατdτ命v oもμμε11Pov rτfiow＆μαpτdvεwπ血v11ω∈εiotv＆冗ηλλαγμξv01。掘（GCS3，

384，18－19）

I Co13，17．

PrOv4，23．

Cf．，Matし6，2，

Cf．，』ob7，1．

PE29，9；“δ・6冗εpε舳μεθα白誠角・帆π飢pαη伽・，・似き・吻肺冗ε・pdζ滅帆（・・㊦τ・帖p

血叫市Z皿vOv，μdλ岨τατo↑ξξπもγ司；”）＆λλdきv1＝Φμホ市1＝11αoOα1π肌po（oμ后v0仙ξ、” （GCS3，385，16

－18）

ゲッセルは、オリゲネスの考える神の像が、救いのわざにおいて、創造の原因（causa e肘iciens）・

肖像の原因（causa exemplaris）、目的の原因（causa finalis）という役割として理解されている
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28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

と指摘している。つまり、人間は本来的に神に似せて創造されて存在し、神を模倣しようとす

る意志を持ち、神が目的であるべき存在者なのである。その全ての原因は神にあり、人問はそ

の原因をもとに与えられた自己を生き、その全てを神は助ける。Gessel，W，幽
betesnach＞DeOrationeくvonO㎡enes，Mtnchen／Paderbom（Vien1975，pp・ユ10－111．オリゲネス

は、彼のrヨハネによる福音注解』のなかで、神の意思を完全に有し、行うのは、ただ御子だ

けであることのゆえに、御子のみが神の像である、と述べている。いかなる聖人であろうとも、

完全には神の意思を持ち得ないのである。（C［，Com』n X m，36．）とすると、有賀の指摘する「神

の像の完成」はあり得るのかとの疑問が生じてくる。完成がありえないとすれば、救いもあり

えないことなるからである。この点について、ここでは議論しないが、今後、さらに考察する

必要がある。なお、オリゲネスはここで、「意思とは心構えである」 （㌦6πεpい牝δ1α眺。εあε

呈σ帆v tδθ6切岬・δηλ0t柚πLΨ8P0庫vη泌ξ↓ζ’と述べている。 （lbid．，X㎜，36；235，2－3．）

有賀鐵太郎、前掲書、248頁、参照。

PE29，ll；”XP加・i・w柳ε前㎝・切モ・叫山肌pασθΦε・（・・㊦τ・帖p＆δもwτ・・）飢λ一託wμ市・

七九δ1＝o㊦πε1p帆σμo6πεp1βληθ6μεv，6πεp冗故σπ01〕σLv o｛き、’IヨZ6μεv0Lαもτ通Kαi vεv8則μ差、’oし”

（GCS3．38612－14）

マルキオン主義者らに関して、オリゲネスはたとえばこのように表現している；’VO以0W皿∈

εi＝v皿1tδv＆γαOδ｝πα従pαto㊦r1〕pioΦ命μ6vπαpd1＝δv to㊦v6μ01〕Oεδv，εi6＆γαθδ∈ 6εδξ11δv間（CCS

3，387，7－8］：「わたしたちの主の善なる父は、律法の神とは別であるとみなしている彼

ら」（PE29，12．）

オリゲネスはr諸原理について』n，5のなかで義と善について述べており、神に善と義の性質

を帰していることが明らかである。その一部を以下に引用する。なお、r諸原理について』の

底本としては、Gδrgemanns，H－Ka叩p，H h帽g，Orl enes，Vier Bucher von den pmzl len，1i…xte zur

幽㎎，Damschtadt1976（以後・GorgemamホKa岬と略記）を使用したい’’Addemus a小

huc etiam haec，ve悶utiis eorum conpellentibus nos．Si aliud est iustum quam bonum，quoniam

bono malum contrarium e5t e－usto iniustum，5ine dubio et iniustum aliud erit quam malum”

［G6rgemams－Ka叩p350，24－26］；「以上これらすべてのことから、律法の神と福音書の神が

同じ一なる、義にして善なる神であること、そしてこの神が、義をもって善を行われ、善をもっ

て罰せられることが証明された。というのも、義なしの書も、善なしの義も、神の本性の品位

を表し得ないからである。」（PAI，5，3．）

Ct，PA n，5，1：帆estimant igitur bonitatem alfectum talem quendam esse，quo bene lieri omnibus

debeat，etiamsi indignus siいs，cui beneficium datur nec nebe consequi me爬atur；sed，ut mihi

videt叫non rencte tali usi sunt delinitione，putantes non lieri bene huic，cui austerum ve1triste ali・

quid inferatuビ（Gδrgemanns－Ka叩p，340，21－25）

Roml，24；1，26－28．

柱64を付した本文を参照。

Cont，PA II，5，2；狐nobis autem talia ista non secundum litteram inteueguntuいed sicut Hiezechト

he1docuit．胎rabolam’eam dicens，requirimus quid intro鷹us sign1ficet ipsa parabola＝

（Gδrgeman服Karpp，344，1－3）

Cf．，PE 29，13；’柳。㊦μα1δ市1＝δvθε6vξK血01＝ηソλ0γlK市v OiKOv0με↑vΨ1〕Z，v，dΨ0p命vllαεi；  吋v

δ術ユ0vα心苅ξζω市v，一一∴（GCS3，387，26t）

オリゲネスは、理性的魂が自由意志と決断力を有していると述べている。 （C［，PA Prer5．また、

『祈りについて』、小高による訳注108、参照。）その他、『諸原理について』皿，1では自由意志

に関する多くの叙述が見られる。なお、オリゲネスの自由意志理解に関して、有賀鐵太郎、前

掲書、227－297頁において、rケルソス反駁論』が中心に取り上げられ、優れた詳述がなされ

ている。また、Gessel．，W，op．cit．，pp．149一ユ71、においては、 「祈りと摂理」というテーマのもと

にオリゲネスの自由意志理解が論じられている。ほかに、Rist，∫M．，“e Greek and Latin化xt of

the Discussion on Free Wm in DE PRlNClP11S”，vo1．㎜，in：OR1GEN1ANA，pp．97－111，Unive帽itadi

Ban1975，E11k，Ph J van deパOr1genes1脆胞dlgmg des frelen Wlllens”，m V1ClL1AE CHRlS－

TlANAE，Bd42，Lelden1982，pp339－351などが挙げられる。
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梶原：試みを与える善なる神

38たとえば有賀が同様の理解をしている。「それ故、神が人間を善に導きたもうためには、時に

  はこれをその誘惑に撃ち負けるままに放置し、かれが自ら悟るのを待つ必要があるのである。…

  かくしてこそ始めてわれらの得る善は、真にわれらのものとなるのである。」（有賀鐵太郎、前

  掲書、79頁。）ただし有賀はここで、神自身の善性でなく、人問が試みを通して導かれる善性に

  ついて言及している。

39 Num．11，4．

40 PE29，14（GCS3，389，23－25）．

41 Rom．

42 Exod．7，3；7，22；8，19；9，12；9，35≡I0，1；lO，27；l l，10．

43 オリゲネスは、与えられている能力、たとえば鳥であれば飛ぶことのできる能力を、持ちなが

  らも有効に用いないことを理由として挙げている。

似PE29，16；“εi∈巾冗榊α’ iGCS3，391，15）．C仁，p・、66，ll．

45 PE29，17； XP肌α  （GCS3，391，14）．

46「あなたが義しい者であることを明らかに示す以外のために、わたしがあなたを取り扱うと考え

  るのか」（Jb40，3 LXX）；「それで主はあなたを苦しめ、あなたを飢えさせ、∵・マナをもって、

  あなたを養われた。」（DeuL8，3）；「…あなたを導いて、あの大きな恐ろしい荒野、すなわち

  火のへびや・さそりがいて、水のない、かわいた地を通り、…」（lbid．8，15）；「［それはコあ

  なたの心を苦しめて、あなたを試み、あなたの心のうちを知［るためであった］。」（lbid．8，2）

47 PE29，19 ；’ξvτotμ£ταξ心Kαlpoi：ξ苅⊆τ6v冗飢Pαoμ6vゼ（GCS3，392，26．）

48 Rom．8，28．

49PE29，19；’6・・τ商α術w‘α舳・πdwα｝。…pゆ眺抑皿Oδい眺正α”巾＆岬δ命

  冗p67vmσwα心11o㊦，611じπoτさ……oov1＝α1παp’α心1＝o心ξ・πp0εωpαμ約01ら， （GCS3，393，24．）

50小高は、オリゲネスがこの言葉を中性形でなく男性形で用いていることを指摘している。 『祈

  りについて』、訳注1I2，243頁、参照。有賀は、一般に言われる「悪」は真の意味の悪ではなく、

  むしろ神が魂を癒し訓練するための手段に過ぎないと理解している。有賀鐵太郎、前掲書、249

  頁、参照。

51 この言葉の選択の違いについては、語る対象に根拠を見ている。つまり、詳述が必要な群衆に

  は多くの（マタイによる福音書）、また弟子たちには簡単な言葉をもって（ルカによる福音書）

  説明する。Ct，PE30，1（GCS3，393，5－7）．

52  Ps．34，19．

53 PE30，1（GCS3，393，14－15）：「まさにパウロが言っています、 『あらゆる面で歎難にさらされ

  ている』（I1Cor4，8）と。」；ε託γεKα辻6nα軌6ξΨη帆τ6・色v冗αwiθλ1閃岬、’01’紅川δき

  ㎞㎜誠。む9λ榊岬w・”（GCS3，393，18－21〕．

54 PE30，1（GCS3，393，17－18）；c〔，I Cor4，8．

55PE30，1；’…τ・㊦脚θλ僻誠㎝・皿・d肌冗師…㎜p’恥αi・・ξ・筍・ω榊㎝㎜脚・Φξπい・奄．

  的〕oα1pξmξo”炊己vowo筍雌岬τα帆m㊦，to命δきσ榊。Zωpεt舳一州衙。舳p㎝1pε伽。㊦，心πδ眺

  θλiVεωε、’εv帆η雌v01〕KαiξvδεδωK6τ0；α心11面∴（GCS3，393，18－21．）

56 』ob l，22．

57 C［，Eph－6，16．

58 』ohn4，14；7，38．

59PE30，3；’0恢 伽d凧0w㎝ δさ oi吻 帥PεΦ τ従 πiσ冊㎎”冗dwα oβεw心wε∈ 他
  さπ1元εμ元6μεvα  α心11otξ πεπ“pωμ圭vα｝ もπδ 1＝0㊦ π0vηp0㊦” βξλη｝白 §πdv ……πωo凧v 壱v ξαΦτo元ε

  πO一αμO枇欄τ0；狐λO脚0確εiξζω巾舳VlOV，”τ0心∈向き舳αいOがσαtτ6τO㊦

  冗。州Poザ机肋ε切εp紅α祈6出。wα∈殉・αταKλΦσμΦ伽色泌ω・・αiσ㎝lPiωv㎞岬ゆv，

  圭㈹πoΦ脚ωvd㎞価v命松ηθεiα∈θεωpΨ伽ωv市■o㊦＆帆。Moξε～㎝πvεΨαπm㊦

  Ψ”πη・  （GCS3，395，6－13．）

60Pネメシェギ「聖書解釈の歴史一オリゲネスの聖書解釈法」『日本の神学」5，115－125頁、日

  本基督教学会 1966年、は簡潔にして非常に意義深い。ここには、オリゲネスの「善」理解と

  その根拠、またオリゲネスの聖書解釈法がそこに「神の善」を理解することなしには適切に成
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  し得ないことが述べられてい孔
61 C［、PへI，4，3；”．．．，Hic est bonus deus et benignus－omnium pate島simu1etε6εp惟風向δ6vα叫S et

  δημ101〕pW向，id est bene faciendi vihus et creandi ac providendi。．。Et ideo nullum prosus momen－

  tum sentiri potest，quo non vi吋us i11a benelica bene1eceritl’（G6rgeman冊Karpp，188，2－4；188，9

  －1O．）

62 Ct，PA H，5，1；”Sed et in hoc n」肥um definitionis suae sensum non recte inte11〕retantur Putant

  enim quia quod iustum est malis mala laciat，bonis bona，id est，ut secmdum sensum ipsorum ius・

  tus malis non videatur bene velle，sed velut odio quodam ferri adve帽um eos＝（G6rgemams－Ka叩p，

  342，1－5一）

63 また、「神は本来着でいまし、その造りたまいし理性的存在を教育し訓練して、その完全なる

  善に与らしめることを目的としたもう。しかして正義はその訓練のために必要なのである。」と

  も述べている。有賀鐵太郎、前掲書、246頁、参照。
64 Cf，PE29，13；”きKεivo⑪筍庫voδ”筍㎡δα6帆W6δpα■αp血ξε“α㊦τα・・一・’（GCS3，387，19）注31を付

  した本文を参照。

65Ct，臥I，5，4；「たくさんの証拠で打ちのめされた異端者らの顔を赤らめさせ、彼らを恥じ入

  らせることもできるであろう。」；‘‘utp1utibustestimoniisconvictihaereticialiquandofoneerub艦

  canピてG6rgemams－Ka11〕P，354，1－2。）

66松丸太「オリゲネスにおける神の痛みのオイコノミア」『日本の神学』33（71－91頁）、日本基

  督教学会 1994年、84頁、参照。

67 「善」（抑αθ6∈〕という語、あるいはその変化した形は、『祈りについて』のなかで三十回用い

  られており、殆どの章において用いられていないかあるいは一回、また四つの章において二回、

  用いられてい糺しかし、試みについて述べられている29章には十回用いられ、この語がここ

  に集中していることは明白である。

68 オリゲネスの神学においては、最も基本的な理解のひとつである。

69オリゲネスにとって、存在と善とは同義語であるとネメシェギは述べている。神は「与える根

  源であり…すべての存在が生ずる」。Pネメシェギ、前掲書、ユ16頁、参照。
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